
   実りのある二学期に 

校長 表迫 信行 

 
 長期間にわたる雨天や突然の雷雨。気温が低く
く、水泳指導が中止になるなど、今年は、大きく
天候に左右される夏ではなかったかと思います。 
 本日から、二学期が始まりました。夏季休業中、
外壁改修等の工事の音が響いていた校舎に、再び
元気な子供たちの声がこだましています。とても
嬉しく思います。やはり、学校の主役は子供たち
であると改めて感じます。  
 この夏季休業の期間、おそらく各御家庭で計画
を立てられ、子供たちは、日頃の学校生活とは違
う様々な貴重な体験や活動等のある時間を過ごせ
たことと思います。ぜひ、子供たちには、その貴
重な経験を二学期の学校生活に活かしてほしいと
思っています。 
 さて二学期は、学校の教育活動を進めていく上
でも、特に大切な時期です。春に種まき等を行っ
た農作物が結実し、収穫の時期を迎えることと同
様に、子供たちの学校生活も、これまでの取組や
努力が成果としてあらわれ始め、充実したものと
なっていく時期であると考えるからです。 
 見方を変えれば、一学期や夏季休業において、
どのような生活を送ったのか、どのような努力を
重ね、取組をしてきたのかが問われ、活かされる
ということになります。 
 そのような点で二学期は、子供たちが自ら蓄え
てきた力を発揮するのに、とてもよい時期です。 
都内の他地区と比べ、やや早めの二学期開始です
が、本校では館山移動教室や開校 125 周年を祝う
会の開催、学芸会等、様々な学校行事や活動を予
定しており、すでに実施計画に基づいて、その準
備を進めているところです。特に、１０月７日に
予定している開校１２５周年を祝う会については、
先例を踏まえながら、子供たちにとって学校への
思いを一層、深くもつことのできる会にしたいと
考えております。詳細については、今後、様々な 
機会をとおして、お知らせをしてまいります。 
予報では、残暑があるとのことですが、子供た

ちにとって学習に、運動にと取り組みやすい季節
を迎えます。 
私たち教職員一同、今学期も一人一人のよさを

認め、伸長していくことができるように力を尽く
し、子供たちにとって「実りある二学期」になる
ように頑張ってまいりたいと思います。 
保護者や地域の皆様には、本校の教育活動につ

いて、これからも御理解と御協力を賜りますよう
お願いいたします。 

 
 

 
 
女神湖高原学園報告 

５年担任 安河 信吾 

 

７月２９日から３１日まで、５年生は女神湖高原学園に

行ってきました。 

初日は立科町にある「耕福館」でほうとう作り体験をし

ました。麺を打つ作業も手際よく、グループで仕事を分担

しながら作って食べたことで、一気にメンバーの距離が縮

まったような気がします。夜は学園内で肝試しをしました。

副校長先生の怖い話を聞いた後、真っ暗になった廊下を２

人で歩きました。所々で現れるお化け役の先生に驚き、園

内には絶叫が響き渡っていました。 

２日目は天候の影響で、八島湿原を１周するコースに変

更しました。濃い霧が発生して真っ白な世界に包まれたり、

その霧があっ

という間にな

くなり、周り

の景色が一気

に開けたりと

都会ではなか

なか見られな

い自然のダイナミックな光景に子供たちは歓声を上げてい

ました。夜のキャンプファイヤーでは点火の儀式とフォー

クダンスを踊った後、体育館に移動し、レク係を中心にゲ

ームを楽しみました。 

最終日は黒曜石体験ミュージアムに行き、黒曜石のネッ

クレスや弓矢、勾玉などを夢中になって作っていました。 

天候が不順で予定が変更になったり、体調を崩してしま

う友達がいたりと臨機応変に行動しなければならない場面

がありましたが、友達のことを思いやりながら行動しよう

としている子供たちの姿に成長を感じることのできる３日

間でした。この３日間で学んだことを生かして今日からの

学校生活を送っていってほしいと思っています。 
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研究授業報告 

４年担任 福山 貴司 

 ４年２組は、６月２８日（水）に研究授業を行いました。

本校は今年度、児童の心を育むことに重点を置き、道徳の

研究を進めております。道徳教育は今、教科化という変化

の時を迎えております。本校でも児童が授業の中で自ら考

え、友達と議論し合い、道徳的価値についてより深く考え

られるような授業を目指して研究しています。 

 研究授業では、「おばあさん」に親切にしたのに断られて

しまった「ぼく」の気持ちを考えながら、相手の立場に立

って親切にすることについて考えを深めていきました。児

童からは、「相手の立場になって親切にすることは、相手を

思いやることなのだな」と、親切について自分の考えを広

げたり、深めたりできた発言が出ました。また、授業の後

半では「妹が食べたそうにしていたお肉を、自分のも分け

てあげた」とか「友達の無くしたものを一緒に探して見つ

けた」など、親切について自分のこととしてとらえること

のできた児童の姿が多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 規則正しい生活をしよう 

 

 

康に気をつけよう 

９ 月 の 生 活 目 標 

保護者会のお知らせ 
8 月29日（火） ６年     １４：４０～ 
9月 4日（月） １・２・３年 １４：４０～      

9月 5日（火） ４・５年   １４：４０～   

 

   ※詳しくは学年便りをご参照ください。 

 

 

 

 


